
も

う

一
つ
の

『
去

来

抄

』

素
丸

『
説
叢
大
全
』
所
収
本

の
検
討

復

本

一

郎

一

は

じ

め

に

そ

ま
る

き
わ

な

諸
先
学

に
よ

っ
て
、
精
緻
を
究

め
て
為

さ
れ

て
い
る
感

の
あ

る

『去
来
抄
』
研
究

で
あ

る
が
、
大

き
な
死
角
が
あ

っ
た
。
溝

口
素
丸

の
著
作

『説
叢
大
全
』
に
収
め
ら
れ

て
い
る

『去
来
抄
』
が
、
そ

れ
で
あ

る
。

『
説
叢

大
全
』
は
、
板
本

で
流
布

し
て
お
り
、

ま
た
、
昭

和

四
年

(
一
九

二
九
)

に
は
活
字
化

も
さ
れ

て

い
る
の
で
、
比
較
的
容
易

に
披

見
し
得

る
資
料

で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
俳

論
書

で
な
く
、
芭
蕉
発
句

の
古

注
釈
書

で
あ

っ
た
た
め

か
、

『
去
来
抄
』
研
究

の
資
料

と
し

て
は
、
研
究
者

に
よ

っ
て

一
顧
だ

に
さ
れ
な

か

っ
た

の
で
あ

る
。
小
稿

は
、

『説
叢
大
全
』
所
収

の

『去
来
抄
』
に
検
討

を
加

え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ

の
素
性
と
、
俳
論
史
的
意
義

を
明
ら

か
に
せ
ん
と
す
る
も

の
で
あ

る
。

*

芭
蕉

の
高
弟
向
井
去
来

に
よ

っ
て
著

わ
さ
れ
た
芭
蕉
俳
論

の
要
諦

の
書

『
去
来
抄

』
は
、
最
終
的

に
は
、
去
来

の
没
し
た
宝
永

元
年

31(170)



(
一
七

〇

四
)
、

死

の
直
前

に

一
書

と

し

て

ま

と

め
ら

れ

た

と
考

え

ら

れ

て

い
る
。
無

論

、

芭

蕉

生

前

か
ら

の
書

簡

等

の
諸

資
料

、

あ

る

い
は
、

去

来

自

身

の

メ

モ
ラ

ン
ダ

ム
等

が

動

員

さ

れ

て

い
る

の
で

は
あ

る
が

、

最
終

的

に

一
書

と

し

て

の
体

裁

を

取

っ
た

の
は
、

宝
永

元
年

と

い
う

こ
と

で
よ

い
で
あ

ろ
う

。

時

に
、

去

来

、

五
十

四
歳

で
あ

る
。

そ

の

『去

来

抄

』
、

そ

れ
ぞ

れ

の
内

容

に
即

し

て
、

〈
先
師

評

〉

〈
同
門

評

V

〈
故
実

V

〈
修

行

〉
の
四

つ
の

セ
ク

シ

ョ
ン
よ
り

構
成

さ

れ

て

い
る
。

こ

れ

が
板

行

、

公
刊

さ

れ

た

の
は
、

去

来

没
後

七
十

一
年

目

の
安

永

四
年

二

七

七

五

)
の

こ
と

で
あ

る
。
曜

.齢

訂

正
・

都

め

い

い

つ
と

ん

漠
校
、
暁
台
序
、
士
朗
践
、

一
音
書
、

と

い
う

こ
と

で
あ
る
の
で
、
板
行

の
中

心
人
物

は
、
蕪
村
と
並
ん

で
中
興
期
俳
譜

の
推
進
者

の

一
人
暁
台

で
あ
る
こ
と
が
判

る
。

こ
の
板
本

『去
来
抄
』

の
意
義

は
大

き

い
。
暁
台

と
も
交
流

の
あ

っ
た
魔
知
は
・
そ

の
著

『臨
稀

謝

わ話
』

(文
政

二
年
刊
)

の
中

で
左

の
ご

と
く
評
価

し

て
い
る
。

去
来
抄

三
巻
は
、
疑

も
な
き
去
来
が
筆
記

に
て
、
後
世

に
益
あ

る
好
書
な
り
。
往
年
、
嵯
峨

の
重
厚
、
遊
嚢

の
中

に
秘
蔵

せ
し
を
、

カ

ン

コ
ウ

借
受

て
全
部
写

し
取

て
、
予

が
文
庫

に
あ
り
。
世

上

に
刊
行

せ
し
は
、
安
永
年
中
、

一
音

と

い
ふ
も

の
に
清
書

さ
せ

て
、
尾
張

の

タ

マ
モ

ノ

暁

台

が
板

に
刻

み
し

な

り

。

そ

れ

よ

り
世

に
ひ

ろ

ま
り

て
、

そ

の
賜

を
う

く

る
も

の
多

し

。
彼

の
板

行

の
を

り

い
か

な

る
子

細
あ

こ
の

り

て
や
、
古
実

の
篇

を
除

き

て
上
木

す
。
故

に
流
布

の
本

に
は
故
実

の
篇
な
し
。

さ
れ
ば
此
篇
を
加

へ
て
全
備

せ
し
む

べ
き
事
な

り
。

今

日
、
去
来
自
筆

の

『
去
来

抄
』
が
、
大
東
急
記
念

文
庫

に
蔵

さ
れ
て

い
る
。
〈
先
師
評
〉
と

〈
同
門
評
〉
の
二

つ
の
セ
ク

シ

ョ
ン
で

あ
る
。
尾
形
仇
氏

の
解
説

.
釈

文
を
付
し

て
、
昭
和

三
十

二
年

(
一
九

五
七
)

に
覆
製
本
が
出

版
さ
れ
て

い
る
。
彩
し

い
書
入

れ
、
抹

　
マ
こ

ヘ

へ

消

、

訂

正

等

が
施

さ

れ

て
お

り
、

旧
蔵

者

の
綱

坊

灰
霜

が

「柿

落

舎

の
草

稿

」

と
言

っ
て

い
る

よ

う

に
、

明

ら

か

に
草

稿

本

(下
書

き

本

)
で
あ

る
。

灰
霜

の
前

は

、

「若

杉

の
何

が

し

」
が
蔵

し

て

い
た

と

い
う

。

灰
霜

所

持

と
な

っ
た
段

階

で
は
、

四

セ

ク

シ

ョ
ン
が
揃

っ

て

い
た

よ

う

で
あ

る

が
、

途

中

、

〈
故

実

〉

〈
修

行

〉

の
ニ

セ

ク

シ

ョ
ン
が

散
逸

し

た

と

い
う

こ

と

で
あ

ろ

う
。

そ

れ

ゆ
え

、
当

然

、

こ

(169)32国際経営論 集No,9】995



の
草
稿
本

に
対
す
る
浄
書
本

が
想
定

さ
れ
得

る
の
で
あ
る
。

じ
ゆ
う

こ
う

ち
よ
う
む

成
美
が
語

っ
て

い
る
蝶
夢
門

の
重

厚

(去
来

の
落
柿
舎

を
再
興

し
た
人
物
)
所
持
本

の

『去
来
抄
』
が
、
浄
書
本

の

『去
来
抄
』
だ

よ

っ
た
可

能

性

は
、

十

分

に
あ

る
。

そ

し

て
、

こ

れ

に
拠

っ
た
と

こ
ろ

の
成

美

筆

写

本

の

『
去

来
抄

』

も
、

伝
存

し

て

い
た

と

い
う

こ
と

な

の

で
あ

る
。

そ

れ

は

と

も

か

く
、

成

美

が

記

し

て

い
る

よ

う

に
、

安

永

四
年

、

『去

来

抄

』

が

板
行

(成

美

が
指

摘

し

て

い
る

よ
う

に
、

〈
故

実

〉

タ

マ
モ
ノ

の
セ

ク

シ

ョ
ン
を
欠

く

が
)

さ

れ

た

こ
と

に
よ

り
、

「
世

に

ひ
ろ

ま

り

て
、

そ

の
賜

を

う

く

る

も

の
多

し
」

と

い
う

こ

と

に
な

り
、

『去

来

抄

』

が

、

多

く

の
俳

人

た

ち

に
読

ま

れ
、

彼
等

に
影

響

を
与

え

る

こ
と

に
な

っ
た

の

で
あ

る
。

私

は
、

こ

の
板

本

「去

来
抄

』

の
底

本

と

な

っ
た

も

の
が

、
浄

書

本

『去

来

抄

』

で

は
な

い
か

(
ひ

ょ

っ
と
し

た

ら

重

厚

所
持

本

の
)

と
考

え

る
立

場

を

と

る
も

の

で
あ

る

が

(拙

著

『本

質
論

と

し

て

の
近

世

俳

論

の
研
究

』
風

間

書

房

、

昭

和

六
十

二
年

四
月

刊

、

参

照

)
、
今

は
、

こ

の
問

題

に
は
深

入

り

し

な

い
こ
と

に
す

る
。

そ

れ

で

は
、

板

本

『去

来

抄

』
以
前

に
、

『
去
来

抄

』

の
具

体

的
内

容

が

公

に
な

っ
た

こ

と

は
な

い
か
と

い
う

に
、

あ

る

こ

と

は
あ

る

の
で
あ

る

。

ぐ

と
く
ぼ
う

そ

ふ
く
ひ
よ
う

せ
つ
ち
ゆ
う
あ
ん
り
よ
う
た

じ
ゆ

一
つ
は
、

宝

暦

十

二
年

(
一
七

六

二
)
刊

の
愚
得

坊

鼠

腹

評

、

雪

中

庵

蓼

太
頒

の

『俳

諮

無

門

関
』

な

る
俳
論

書

で
あ

る
。
収

録

四
十

八
俳

話

中

、

二
十

九

俳
話

が
、

『去
来

抄

』

の
流

用
、

ま

た

は
摘

記

で
あ

る
。

そ

の
範

囲

は

、

『去
来

抄

』

の

四

セ

ク

シ

ョ
ン

に
及

ん

で

い
る
。

と

こ

ろ
が

、

そ

れ

ら

の
俳
話

が
、

『去

来

抄

』
を
典

拠

と

す

る

も

の
で
あ

る

こ
と

は
、

一
言

も

明

示

さ

れ

て

い
な

い

の
で
あ

る
。
読

者

で
あ

る
俳

人

達

は
、

そ

れ

と
知

ら
ず

に
、

『去

来

抄

』

の

エ
ッ
セ

ン

ス
を

亨
受

し

て

い
た

の

で
あ

る
。

き

カ

く

も
う

一
つ
は
、
安
永

二
年

(
一
七
七
三
)
刊
、
秋
色
、
歓
雷
編

の

『花
実
集
』
。
別
名

『柿
晋
問
答
』
。
江
戸

の
其
角

が
、
京
落
柿
舎

の
去
来
を
訪
れ

て
の
俳
話

を
内
容

と
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
多
く

の
部
分
が

『去
来
抄
』

の
各

セ
ク
シ

ョ
ン
を
ア

レ
ン
ジ

し
て
執
筆

さ

もう一つ の 『去来抄』33(168}



れ

て
お
り
、
そ

の
内
容

に
、
適
宜
、
其
角
を
絡
ま
せ

て
い
る
。
去
来

の
序

を
付
し

て
去
来

の
著
作

の
体
裁
を
搬

っ
て

い
る
が
、
其
角
系

江
戸
俳
人
が
偽
作

し
た
も

の
と
考
え
ら
れ

て

い
る
。

と

い
う

わ
け
で
、

こ
の
書

も
ま
た
、

『去
来
抄
』
の

エ
ッ
セ
ン
ス
を
亨
受

し
得

る
わ

け

で
あ
る
が
、
読
者

で
あ

る
俳
人
た
ち
は
、
『
去
来
抄
』

と
は
か
か
わ
り

の
な

い
と
こ
ろ
で
、
あ
く
ま

で
も

『花
実
集
』

の
中

の

一
話
、

一
話

と
し
て
理
解

し
て

い
た

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、

こ
こ
に
、
板
本

「去
来
抄
』

の
刊
行
時
点

で
あ

る
安
永

四
年

(
一
七
七
五
)
以
前

に
、

『去
来
抄
』
か
ら

の
引

用

で
あ
る

こ
と
を
明
記
し
て
、

『
去
来
抄
』
の

一
話
、

一
話

を
引
用

し
た
書
物
が
あ

っ
た

の
で
あ

る
。
そ

れ
が
、
小
稿
冒
頭

に
記
し
た
素
丸

の
著
作

『説
叢
大
全
』

で
あ
る
。

素
丸

は
、
正
徳

三
年

(
一
七

=
二
)
、
江
戸

に
生

ま
れ
、
寛
政
七
年

(
一
七
九
五
)
に
没
し

て
い
る
。
享
年

八
十

三
。
も
う

↓
つ
の
著

作

『俳
譜
教
訓
百
首
』

(宝
暦
五
年
刊
)

の
付
録

と
し

て
付

さ
れ

て

い
る

「
去
来
先
生
確
論
」
も
、
『
去
来
抄
』

(〈
故
実
〉
〈
修
行
〉
)
と

の
関
係

で
注
目
さ
れ
て

い
る
。
葛
飾
派
中

興

の
祖
。

『説
叢
大
全
』
は
、
明
和
九
年

(
一
七
七

二
)
四
月
俊
明
序

、
明
和

八
年

(
一
七
七

一
)
五
月
桃

翠
序
、

明
和
六
年

(
一
七

六
九
)
六

月

(林
鐘
)
素
丸
自
践
、
安
永

二
年

(
一
七

七
三
)
郷
麿
蹟

、
安
永

二
年

三
月
敬
林
蹟
、
と

い
う
こ
と

で
あ

る
の
で
、
素
丸

の
稿
が
成

っ
た

の
が
明
和
六
年
、
刊
行

さ
れ
た

の
が
安

永

二
年

と
考

え

て
よ

い
で
あ

ろ
う

(矢
島

玄
亮
著

『
徳
川
時

代
蹴
臓
瀦
集
覧
』
萬

葉
堂
書

店
、
昭
和

五
十

一
年

八
月
刊

に
お

い
て
も
安
永

二
年
刊

と
し
て
処
理

さ
れ

て
い
る
)
。
板
本

『去
来
抄
』
に
先
立

つ
こ
と
二
年

で
あ
る
か

ら
、

こ
れ
は
大

い
に
注
目

さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
の
で
あ

る
。

内
容

は
、
芭
蕉
発
句

の
注
釈
書
。
先
行

す
る
杉

雨

の

『芭

蕉
翁
発
句
評
林
』

(宝
暦

八
年
刊

)
、
蓼
太

の

『芭
蕉
句
解
』

(宝

暦
九
年

刊
)
、
正
月
堂

の

『師
走
嚢
』

(
明
和
元
年
刊
)

の
各
注
釈
書

に
対
す

る
批
判

の
書
。

「
妥
当

で
正
鵠

を
得

て

い
る
」

と
評
価

さ
れ

て
い

る
。
素
丸
自
身
、
巻
頭

に
掲
げ

た

「
凡
例
」

に
お
い
て
、

国際経営論 集No.91995 (167)34



⑳

と

は
・

予

が
管

見

を

記

し
、

講

、

古

人

の
実

記

、
或

は

、
実

録

、

古

集

な

ど

に
散

在

せ

る
句

評

ど

も
を

挙

て
誰

と

し
、

又
は

、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

翁

の
真

蹟

に
よ

り

て
正

す

も

あ

り
。

又
、

書

名

顕

す

も

あ

り

、

な

き

も

あ

り
。

多

く
出

所

た

ゴ
し

き

を
要

と
す

。

(傍

点

筆
者

)

と
記

し

て
、

そ

の
説

の
客

観

性

に
意

を
配

っ
て

い
る

こ
と

を
明

ら

か

に
し

て

い
る
。

ま

た
巻

一
冒

頭

の

「総

論

」

に
は

「
真

の
翁

を
腹

身

に
納

め

な
ば

、

誰

か

そ

し

り
、

誰

か
疑

は
ん

。

此
段

は
、

翁

の
霊

前

に

一
華

一
香

を

さ

》
げ

て
、

一
字

一
涙

の
論

な

り

し
。

見

ん

人
、

そ

れ
推

せ

よ
」

と

も
記

し

て

い
る
。

か

か

る
真

摯

な
姿
勢

か
ら

の
芭

蕉

発
句

の
注

釈

で
あ

り

、

そ

の
過

程

に

お
け

る

『去

来

抄

』

の
引

用
、

と

い
う

こ

と
な

の

で
あ

る
。

二

『
説
叢
大
全
」
所
収
本

『
去
来
抄
」

の
本
文

そ

こ
で
、

『説
叢
大
全
』
が
掲
出
、
引

用
し

て

い
る

『去
来
抄
』
の
本
文

を
総

て
掲
げ

て
み
る

こ
と

に
す

る
。
そ

の
際
、
本
文

の
み
な

ら
ず

、
そ

の
前
後

に
あ

る
素
丸

の
文
章

も
、
検
討

を
加
え

る
際

の
参
考
資
料

と
し
て
必
要
最
少

限
度

に
掲
げ

て
み
る

こ
と

に
し
た
。
『去

か
ぎ

来

抄

』

の
本

文

、

又

は

そ

れ

に
準

ず

る
と

思

わ

れ

る
部

分

は
、

「

」

(鉤

カ

ッ

コ
)

で
括

っ
て
示

す

こ
と

に
し

た
。

句

読

点
、

濁

点

、

ル
ビ

等

は
、
私

が
付

し

た

も

の
で
あ

る
。

ま

た

、
便

宜

的

に
通

し
番

号

を

付

し

た

。
全

十

話

で
あ

る
。

①

年
酒
＼

や
猿

に
き
せ
た
る
さ
る
の
面

ン

い
は
く

こ

の

去
来

抄

二
日

「此
句

い
つ
れ

の
所

か
歳
旦
と
聞
侍
ら
ん
や
、

ぬ
」

云
々
。

い
は
く

と
。

翁

の
日
、

と

し

酒
＼

と

は

い
か

に
聞

し

そ

や
。

ハ
ア

ツ
と
申

て
退

き

もう一 つの 『去来抄』35(16b}



②

ほ
う
ら

い
に
聞
ぼ

や
伊
勢

の
初
便

り

去
来
抄

に
云

藻

川

よ
り
の
文

に
、
臨
句

さ
ま
ぐ

の
評
あ
り
、
汝

い
か

商

侍

る
や
・
と
鵬
・
去
来

曙

都

古
郷

の
便

り
と
も
あ

ら
ず
伊
勢

と
侍

る
は
、
元
日

の
式

の
今
様

な
ら
ぬ
に
神
代
を
思

ひ
出

て
、
便
聞
ば

や
と
、
道
祖
神

の
は
や
胸
中
を
さ
は
が
し
奉

る
と

こ

い
は
く

そ
承

り

侍

る
、

と
申

。

翁

目
、
汝

聞

所

た
が

は
ず

、
今

日

神

舐

の
か

う

酒
＼

敷

あ

た
り

を

思

ひ
出

て
、
慈
鎮

和
尚

の
詞

に
た

よ

り
、
初

な
り

の

一
字

を

吟

じ
出

し
侍

る
也

、

と

な

り
」
。

又
、

端

書

に
、

「
伊

せ

に
し

る
人

お
と

つ

れ

て
便

う

れ
し

き

、

と
慈

鎮

和

尚

の
よ

み
侍

る
便

の

一
字

を
出
所

に
て
、
脚
音

の
心

に
は
た
よ
ら
ず
、
汝
が
聞
清
浄

の
う
る
は
し
く
、
神
祇

の
か
う
ぐ

敷
あ

た
り
を
蓬
莱

に
対

し
て
結

な
り

な
り

こ
の

び

た
る
也
、
汝
聞
所
珍
重
也
」

と
云
々
。
此
説
、
秘
蔵

た
り
と

い

へ
ど
も
、
妄
説
ま

ち
ノ
＼

に
て
、
初
輩

の
迷

ひ
多

け
れ
ば
記
し
出

し

こ
れ

ぬ
。

翁

の
自

注

も

同
意

な

れ
ば

、

是

を

も

つ
て
正

謹

の
句

解

と

す

べ
し

。

穴

賢

々

々
。

(16S)36国際経 営論集No.91995

③

か
な

腫
物

に
さ
は

る
柳

の
し
な
ひ
哉

い
は
く

こ
れ

な
り

去
来
抄

日

「
浪
化
集

に
さ
は
る
柳

と
出
づ
。
是

は
予
が
誤
伝

る
也
。
重

て
、
史
邦
が
小
文
庫

に
柳

の
さ
は
る
と
改
出

す
。
支
考
麟
召

さ

い
は
く

い
は

く

は

る
柳

也

、

い
か

で

か
改

め
侍

る

や
。
去

来

日
、
さ

は

る
柳

と

は

い
か

に
。
考

日
、
柳

の
し

な

へ
は

腫
物

に
さ

は

る
、
と
比

喩

脇

。
去

い

は
く

な

り

来

日
、
然

ら
ず
、
柳

の
直

に
さ
は
り
た
る
也
、
さ
は
る
柳
と

い

へ
ば

両
様

に
聞

へ
侍

る
故
、
重

て
予
が
誤

を
糺
す
。
考

郎
認

吾
子

の
説

い
は
く

は
行

過

た

り

、
只

さ

は

る
柳

と
聞

べ
し
。
丈

草

日
、
詞

の
続

き

は

し

ら
ず

、
趣

向

は
考

が

い

へ
る
ご

と
く

な

ら

ん
。
去

来

議

冨

流

石

の

両

士

、
愛

を

聞

給

は
ざ

る

口
惜

し

、

比
喩

に
し

て

は
誰

も

/
＼

言

は
ん

、
直

に
さ

は

る

と

は
、

い
か

で
及
ば

む
、

格

位

も
亦

各

別

鵬

。

コ

ま
　く

 

許
六

眩

、
先
師

の
短
冊

に
、
さ

は
る
柳

と
あ
り
、
鄭
上
柳

の
さ

は
る
と

は
、
葛

レ
醤
.
去
来

印

葛

れ
の
事

は
予
が
聞
所

に
異



ユ
よ
く

た

し
か
な

り

鶴

・
今
論

に
不

及

、
先
師

の
文

に
柳

の
さ

は

る
と

槌

也

。
許

六

部

、
先
師

の
跡

よ

り

な

ほ
さ

れ
し
句

多

し
、
真

跡

謹

と

な

し
難

し
、
と

醤

・

三
子

・

皆

・

さ

は

る
柳

の
説

鶴

、

後

賢
、

猶

判

じ
給

へ
」

以

上
。

④

八
九
間
空

に
雨

ふ
る
柳

か
な

棄

抄
嘆

「素
行
嘆

蛎
句
は
場
よ
そ
ほ
ひ
は
知
り
ぬ
・
落
所
た
し
か
な
ら
ず

と
.
西
華
坊
曝

蛎
句
に
物
語
あ
り
.
去
来
曝

我
も
費

坊
嘆

吾
箔
あ
り
・
木
曾
塚
の
旧
草
に
あ
り
て
・
雰

、
臨
句
を
問
曝

見
難
し
、
駈

は
白
壁
の
土
蔵
の
間
緯

皮

葺

の
そ

り

よ

駄
れ

)
枝

う

た

れ

て
さ

し
出

た

る
が

、

八
九

間

も
空

に

ひ
ろ
ご

り

て
、

春

雨

の
降

る

ふ

ら

ぬ
け

し
き

あ

ら

ん

と
申

た
れ
ば

、

翁

は
・

障

子

の
あ

な

た

よ

り

こ
な

た

を

見

お

こ
し

て
、

さ

り

や
大

仏

の
あ

た
り

に

て

か

、
る
柳

を

見

置

た

る
と
申

さ

れ

し
が

、

続
猿

蓑

い
は
く

に
春

の
鳥

の
畠

堀

る
声

と

い
ふ
脇

に

て
、
春

雨

の
降

る

ふ

ら

ぬ

け
し

き

と
は

ま

し

て
定

た

る
也

。

去

来

日
、
我

は

、
そ

の
秋

の
事

な

る

べ
し
・
我

が
別

量

に
お

は

し

て
、

幡

春

、

柳

の
句

三

つ
有

、

い
つ

れ

か
ま

し

た

ら

む
、

と
あ

り
し

を

、

八
九

問

の
柳

、

さ

る
風

情

は

い

つ

こ

に
か
侍

り

し

か
、

と
申

た

れ
ば

、

そ

よ
大
仏

の
あ

た

り

な

ら
ず

や
、
げ

に

と
申

、
翁

、

そ

こ
な

り

と

て
笑

ひ
給

へ
り

。

さ

れ
ば

、

俳

譜

を
見

る
事

、

期

人

の
胸

中

を
草

鮭

は

き

て
、

二
、

三

べ

ん
も

か
け
廻

り

た
ら

ん

に
な

ど

か
見

あ

や

ま
り

侍

ら

ん
。

名

宗

、
山口同
達

の

人

と

い

へ
ど
も

・

籐

は

よ
く

・

あ

し

き

は
あ

し

か
ら

む
。

人

を
見

て
、
期

人

に
迷

ふ

は
尻

馬

に
乗

る

人

と

い
ふ

べ
し
」

云

々
.

こ

の
説

、

秘

蔵

た
り

と

い

へ
ど

も
、

妄

注

に
初

輩

の

ま
よ

は

む
事

を

歎

き
、

今

、

顕

す

も

の
な

り
。

知

り

置

べ
き

こ
と

に
ぞ

。
詩

人

の
法

な
ど

云

マ
イ

ス

な

り

売

僧

は
、

片
腹

い
た

き
事

也

。
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⑤



行
春

を
あ
ふ
み

の
人

と
惜

み
け

る

羅

謡

騒
簸
鍵
の燵
嫁

蕪
縫

」鍵
複
騒
畷
補

汝

は

い
か

に
、

と
仰
ら

れ
し
を
、
尚
白

が
言

よ

か
ら
ず
、
近
江

の
人
と
惜

み
給

ふ
は
、
湖
水
朦
朧

た
る
折

ふ
し
の
住
家

な
れ
ば
な
ら
し
・

鰯

暮

春

、

も

し
丹

波

に
を

わ

さ
ば

、

も

と

よ

り
此

趣

向

、

う

か

ま

じ
、

歳

暮

、

又
、

近

江

に

お
は

さ
ば

、

も

と
よ

り

臨
感

な

か

る

べ
し

・

1

風
流
は
お
の
つ
か
ら
静

に
あ
る
も
窪

と
申
た
れ
ば
・
去
来

汝
は
風
雅
を
語
る
べ
き
も
の
犀

と
餐

に
あ

へ
り
け
る
が
・
其

㎞

な
り

場

と

い
ふ
事
を
知

べ
き
也
」

と
云

々
。

集論縮

⑥

鴎

梅
白

し
き
の
ふ
や
鶴
を

ぬ
す
ま
れ
し

い
は
く

去
来
抄

日

「古
蔵
集

に
、
此
句

を
あ
げ

て
、
先
師

の
う

へ
を
な
じ
り
し
脇
。
蓼

は
物

の
心
を
わ
き
ま

へ
ざ

る
弁
鵬
・
幡
句
・
追
従

に

似

た

り
と
也

、
秋
風

は
洛
陽

の
富
家

に
う
ま
れ
、
市
中

を
し
り
、
山
家

に
閑
居
し

て
詩

歌
を
た

の
し

み
、
騒
人
を
愛

す
る
と
聞

て
、
獄

こ

の

に
む

か

へ
ら
れ
、

こ

、
に
主
を
風
騒
隠
居

の
人
と
思
ひ
給

へ
る
故
、
此
作
あ
り
。
先
師

の
心

に
俵

譜
な
し
、
評
者

の
心

に
優
偽
あ

り
。

そ
の

其

の

ち
、

し

ば

/
＼

招

け

ど

も
行

給

は
ず

。

誠

に
欺

く

べ
し

、
知

る

べ
か
ら
ず

。

又

、

句

体

の
物

ぐ

る

し

き

は
、

期

代

の
風

鵬

。

子
亥

一
巡

の
後

評

と

は
格

別

な

る

べ
し
」

と
云

々
。

⑦

や
ま
ち
き

て
何

や
ら
ゆ
か
し
董
草



な

り

い
は

く

去
来

抄

威
く
「湖

春

云

、

す

み

れ

草

ハ
山

に
よ

ま
ず

、

は

せ

を
翁

、
俳

譜

に
巧

な

り

と

い

へ
ど

も
、
歌

学

な

き

の
過

也

と
。
去

来

日
、

山

な
り

路

に
す

み
れ
を
よ
み
た
る
謹
歌
多

し
、
湖
春

は
地
下

の
歌
道
者
也
、

い
か

で

か
、

か
く

は
難

じ

ら

れ

け

む
、

覚

束

な

し

」

と
云

々
。

⑧

升
買
う

て
分
別

か
は
る
月
見

か
な

そ
の

去
来

抄
醇
く

「
蛎
句
・
如

何
。
去
来
麟
耐

分
別

か
は
る
と

い
ふ
中

の
七
文
字
見
が
た
し
、
発
句

は
殊

更

に
其
人

の
身

に
あ

て

、
見

る

べ

こ

の

こ
の

し
、

升

と

云
物

は
所
帯

の
道

具

な

る

に
、

此
升

買

て
後

は
、

鍋

も

ほ

し

く

、
桶

も

ほ

し
く

、

世

の
中

の
隠

者

、

此

筋

よ

り

あ

や

ま

る
を

な
り

鑑

に
は
申

さ

れ

し
也

」

と
云

々
。

⑨

雪

の
日

に
兎

の
皮

の
髭

つ
く
れ

去
来
抄
畔

「
魯
町
曝

・
蛎
句
、
心
、
如
何
。
去
来

ゆ

、
前
書

に
子
共

と
あ
そ
び

て
、

と
あ
れ
ば
、

子
ど
も

の
業

と
思

は
る
べ
し
、

し

ゐ
て
理
会
す
べ
か
ら
ず
・
概

墜

踏
破
て
知
べ
し
・
む
か
し
先
師

蛎
句
を
語
給
ふ
に
、
予
甚
だ
感
動
す
、
先
師
嘆

夢

悦
ば
む
も

を
ま

く

い
は

く

こ
の

の
汝

と
越

人

の
み

と
思

ひ
し

、
果

し

て
し

か
り

と

て
殊

更

機

嫌

な

り

し

。
或

人

」
卿
、
雪

、
越

後

兎

の
縁

に
出

た

り
、
去
来

日
、
此
説

の

古
事

神
代

の
巻

に
似

た
り
・
或
人
壌

兎

の
皮

の
髭
作

る
は
、
雪
中
寒
気
を
防
ぐ
た
め
鶴

と
、
暑

き
日

に
猿
若
髭
を

は
つ

し
け
り
、

と
云

句

の
格

を

も

つ
て

見

る
事

、

甚

だ

あ

し

、
」

と

云

々
。
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⑩



鞍
壼
に
小
坊
主
乗
る
や
大
根
引

い
は

く

こ

の

い
は

く

去

来

抄

日

「蘭

国

云
、

此
句

い

か
な

る

所

か
面

白

き

。
去

来

日
、
吾

子

、
今

解

し

難

か
ら

ん
、

只

図

し

て
し

ら

る

べ
し

・
讐

へ
ば

・

花

を
図

す

る

に
奇

山

、

幽

谷

、

霊
社

、

古

寺

、

禁

閾

等

に

よ

ら
ば

、

嬬
図

よ

か

ら

ん
、

籐

が

ゆ

へ
に
古

来

多

し
・
如

此

類

は
・

図

の
あ

し

き

に

は
あ

ら

ず

、

不
珍

な

れ
ば

と

り

は

や

さ
ず

、

又

、
図

と

な

し

て
形

好

ま

し

か
ら

ぬ
物

あ

ら

ん
、

こ

れ
ら

は
も

と

よ

り
図

あ

し

き

と

こ
れ

て
、

用

ひ
ら

れ
ず

、
希

な

る
図

あ

ら

ば

、

是

を

画

と

な

し

て
も

よ

か
ら

む

、
句

と

な

し

て
も

よ

か
ら

む

、

さ

れ
ば

、
大

根

引

の
傍

に
草

は

む
馬

の
首

う

ち

さ
げ

た

ら

ん
、

鞍

壺

に
小

坊

主

の

ち
よ

つ
こ
り

と
乗

た

る
図

あ

ら

ば

、
古

か
ら

ん

や

、
拙

か
ら

ん

や
、

察

せ
ら

る

べ

し

。

蘭

国

が

兄
何

某

、
却

て
蘭

国

よ

り
感
驚

す

。

か
れ

は

俳

譜
を

し

ら

ず

と

い

へ
ど

も

、

画
を

鰍

す

る

ゆ

へ
膨

。

図

師

尚

景

が

子
鵬

」

と

云

々
。
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三

引
用
本
文

の
正
確

さ
の
問
題

以
上
、

『説

叢
大
全
』
中

の
十
話
、
今
、
便
宜
的

に
、
昭
和
四
年

(
一
九

二
九
)
十

二
月
十

二
日
発
行

の
大
鳳
閣
室
旦
房
刊

の
俳
文
学
大

系

「
註
釈
編
第

一
」

に
よ

っ
て
引
用

し
た
。
同

テ
キ
ス
ト
は
、
巌

谷
小
波
、
伊
藤
松
宇
、
橋
本
小
胴

に
よ

っ
て
校
註

が
な
さ
れ
た
も

の

で
あ
る
。
な

お
、
岩
瀬
文
庫
架
蔵
河
内
屋
太
助
板

『説
叢
大
全
』

(寛
政
十

一
年
版
)

に
よ

っ
て
校
合

、
本
文
を
正
し
た
部
分

が
あ

る
・

最
初

に
、
引
用
資
料
が
ど
れ
ぐ
ら

い
の
正
確

さ
を
有
す

る
も

の
な

の
か
、
そ

の
検
証

を
少
し
く
行

っ
て
み
る
こ
と
に
す

る
。
素
丸

に

よ

っ
て
、
あ
ま
り

に
も
恣
意
的

に
ア

レ
ン
ジ

さ
れ
て
引
用
箇

所
が
掲
出

さ
れ
て

い
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
そ
れ
で
考
慮

し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
か
ら

で
あ
る
。
当
面

の

『去
来

抄
』
に

つ
い
て
言

え
ば
、
素
丸

が
準
拠

し
た
底
本
が
明
ら

か
で
な

い
の
で
、
ま
ず

は
、

『説
叢
大

全
』
中
、
素
丸
が
引
用
、
掲
出

し

て
い
る
資
料

で
、
板
本

と
し

て
公
刊
さ
れ

て

い
る
も

の
と
、
素
丸

の
引
用
本
文

と
を
、

二

つ
の
サ
ン

プ

ル
を
抽
出
し

て
比
較
検
討

す
る
、

と

い
う
作
業
を
行

っ
て
み
た

い
。



ま
ず

は
、
①

の

〈
年

酒
＼

や
〉

の
条

で
素
丸
が
援
用
し

て
い
る
享
保
十

五
年

(
一
七
三
〇

)
刊
、
支
考
編
著

の

『俳
譜
古
今
抄
』

の

一
節

で
あ

る
。

『俳
譜
古
今
抄
」
(
支
考
)

此
句

は
、
五
も
じ

に
迎
年

の
意

は
籠
な
が
ら
、
掟
た
る
歳

且
の
詞

な
け
れ
ば
、
是
を
も
雑

の
体

と
や

い
は
む
。

『説
叢
大
全
」

(素
丸
引
用
文
)

此
句

は
、
五
も
じ

に
迎
年

の
意

は
籠
な
が

ら
、
掟

た
る
歳

旦
の
詞

な
け
れ
ば
、
是
を
も
雑

の
体

と
や

い
は
む
。

素
丸

が
、

『説
叢
大
全
』
を
執
筆

す
る

に
当

っ
て
、

『俳
譜
古
今
抄
』
を
座
右

に
置

い
て
、
正
確

に
引
写
し
て

い
た
こ
と
が
窺

え
る
で

こ
う

あ

ろ
う

。

右

の

サ

ン
プ

ル

に
関

す

る
限

り
、

素
丸

の
恣

意

は
、

毫

も

入

っ
て

い
な

い
の

で
あ

る
。

も

う

一
つ
サ

ン
プ

ル
を

示

し

て
み

る
。

⑤

の

〈
行

春

を
〉

句

の
条

で
、

素
丸

は
、

元
禄

八
年

(
一
六

九

五
)

刊

、

路

通

編
著

の

『芭

蕉

翁

行

状

記

』

を

援

用

し

て

い
る

の
で
、

右

と
同
様

の
試

み

を

し

て

み

る

こ

と

に
す

る
。

『
芭
蕉
翁
行
状
記
」

(路
通
)

文

月

十

日

も
過

て
、

し

き

り

に
父
母

の

む

か
し

も

お

も

は

る

〉
に
や

、
殊

に
此
秋

は
気

短

に
身

の
骨

も

と
が

り

ぬ
れ
ば

、

桃

尻

の

み

せ

む

か
た

な

き
、

な

ど

う

ち
笑

ひ
、

又

伊
賀

の
方

へ
心

ざ

し

、

道

す

が

ら

な

れ
ば

、

此

か

へ
る

さ

に
も

粟

津

の
庵

に
立

よ

り

、

し
ば

ら

く

や

す

ら

ひ
給

。

『
説
叢
大
全
』

(素
丸
引

用
文
)

文

月

十

日

も
過

て
、

し

き

り

に
父

母

の
昔

も

思

は

る

〉
そ

や
、

殊

に

こ

の
秋

は
気

短

に
身

の
骨

も

と

が
り

ぬ

れ
ば

、
桃

尻

の
み

せ

ん
方

な

く

、

と
打

笑

ひ
、

又
伊

賀

の
方

へ
心

ざ

し
、

道

す
が

ら

な

れ
ば
、

此

か

へ
り

に
も

粟

津

の
庵

に
立

寄

、

し
ば

ら

く
や

す

ら

ひ

た

ま

ふ
。
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漢

字

を
仮

名

に
直

し

た

り

、
仮

名

を
漢

字

に
直

し
た

り

し

て

い
る
箇

所

、

あ

る

い
は
助
詞

の
違

い
な

ど
が

あ

る
も

の

の

(板

本

『
芭

蕉

翁

行

状

記

』
を
披

見

し

て

い
る
も

の

と
仮

定

し

て

の
こ

と

で
あ

る
が

)
、

こ

れ

ま
た

、

素
丸

は
、

引

用

テ

キ

ス

ト
を
、

ほ

ぼ
正
確

に
紹

介

し

て

い
る

と

い

(、
て
よ

い
で
あ

ろ

う
。

素

丸

自

身

が

、

『説

叢

大

全

』

の

「
凡

例

」

に

お

い
て

「
出

所

た

ゴ
し

き
を

要

と
す

」
と
ま

で

記

し

た
衿

持

を

か

い
ま

見

る

こ
と

が

で

き

る

の

で
あ

る

。

私

が
、

今

、

な

ぜ

、

こ

の
よ

う

な
作

業

を

行

っ
て

い
る

か
と

い
う

に
、

素
丸

の

『説

叢
大

全

』

執

筆

の
姿

勢

を
確

認

し

て

お

き
た

か

っ
た

か

ら

で
あ

る
。
素

丸

は
、

芭

蕉

句

に
対

す

る
自

説

を

述

べ
る
場

合

、

そ

の
妥

当

性

を
期

し

て
、

し
ば

し

ば

、

信
頼

し
得

る

と
思

わ

れ

る
資

料

を

、

生

の
ま

ま

で
引

用

紹

介

し

て

い
る
が

、

そ

れ

は
、

そ

れ

ぞ
れ

の
資

料

を
座

右

に
置

い
て
行

わ
れ

て

い
た

と

い
う

こ

と
な

と

の
で
あ

る
。

決

し

て
、
記

憶

に
頼

る

と

い
う

よ
う

な
粗

雑

な
方

法

は
採

ら

れ

て

い
な

か

っ
た

の
で

あ

る
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

そ

れ
故
、
十
話

に
わ
た
る

『去
来
抄
』

の
引
用
紹
介

も
、
捏
造

な
ど
と

い
う

こ
と

は
さ
ら
さ
ら
な
く
、
素
丸
所
持
本

の

『去
来
抄

』

ヘ

ヘ

ヘ

へ

な

に
よ

っ
て
為

さ

れ

て

い
た

と

い
う

こ

と
な

の

で
あ

る
。

そ

の
、

素

丸

所

持

、
披

見

の

『
去
来

抄

』

が
、

善

本

か
、
疎

略

本

か

は
、
素

丸

き

こ
う
ぽ
ん

の
与

か

り
知

ら

ぬ
と

こ
ろ

で
あ

っ
た

の

で
あ

る
。
素

丸

と

し

て
は
、
何

ら

か

の
径

路

に
よ

っ
て
、
世

上

に
知

ら

れ

て

い
な

い
稀

襯

本

『
去

こ
の

来

抄

』

(写

本

)

を

入
手

し

得

た

の

で
あ

ろ
う

。

そ

の

よ

ろ

こ
び

を

「
此

説

、
秘

蔵

」

(②

)
、

「
こ

の
説

、

秘

蔵

」

(④

)

と
語

っ
て

い

る
。

そ

し

て
、

そ

の

『去

来

抄

』

を

、

信

懸

性

の
あ

る

も

の
と
判

断

し
、

芭
蕉

句

の
解

釈

に
大

い

に
援

用

し

得

る

こ
と

を
認

識

、
実

行

し

た

と

い
う

こ
と

な

の
で
あ

る
。

こ

こ

で
、
試

み

に
、

素

丸

の
引

用

紹

介

し

て

い
る

『去

来

抄

』
十

話

の
中

の

〈
や

ま

じ

き

て
何

や

ら

ゆ

か

し
墓

草
〉

(⑦

)
に

か

か
わ

っ
て

の
短

い

一
話

を

サ

ン
プ

ル
と
し

て
抽

出

し

て
、
今

日
知

ら

れ

て

い
る
と

こ
ろ

の
自

筆

草

稿

本

の

門去

来

抄

』
、
あ

る

い

は
板

本

の
『
去

来

抄

』

と
比

較

、

検

討

す

る

と

い

っ
た
作

業

を
行

っ
て

み

た

い
。
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「去
来
抄
』

(自
筆
草
稿
本
)

湖
春

日
、

董

は

山

に
よ

ま
ず

、

芭

蕉

翁

俳

諸

に
巧

な

り

と

云

へ
ど

も
、

歌

学

な

き

の
過
也

。

去

来

日
、

山

路

に
董

を

よ

み
た

る
諦

歌
多

し

、
湖

春

は
地

下

の
歌

道

者

也

、

い
か

で

か
く

は

難

じ

ら

れ

け

ん
、

お

ぼ

つ
か
な

し
。

「
去
来
抄
」

(
板
本
)

湖

春

日
、

董

は
山

に
よ

ま
ず

、

芭

蕉

俳

階

に
巧

な

り

と

い

へ
ど

も

、
歌

学

な

き

の
過

な

り

。
去

来

日
、

山

路

に
す

み
れ

を
詠

た

る

誰

歌

多

し

、

湖

春

は
地

下

の
歌

道

者

な

り
、

い
か

で
斯

は
難

じ

ら

れ

け

ん
、

い
と

お

ぼ

つ
か
な

し
。

「
説
叢
大
全
』
引
用

『
去
来
抄
』

湖
春

云
、

す

み

れ
草

は
山

に
よ

ま
ず

、

は

せ

を
翁

俳

譜

に
巧

な

り

と

い

へ
ど

も

、
歌

学

な

き

の
過
也

、

と
。

去

来

日
、

山
路

に
す

み
れ

を

よ

み

た

る
諦

歌

多

し
、

湖

春

は

地
下

の
歌

道

者

也

、

い
か

で

か

か
く

は

難

じ

ら

れ

け

む
、

覚

束

な

し
。

こ

の

一
話

、

自

筆

草
稿

本

『去
来

抄

』

と

、
板

本

『去

来

抄

』

と

の
間

に
、

さ
し

た

る
異

同

は

な

い
。

素
丸

が
所

持

、

披

見

、
引

用

し
た

と

こ
ろ

の

『去

来

抄

』

本

文

は
、

ど

ち
ら

か
と

い
う

と
、

自

筆

草

稿

本
系

の
も

の

で
あ

る

か

な
、

と
類

推

さ

れ

る
が

、

そ

れ

は
と

も

か

く

と
し

て
、
『去

来

抄

』
を
紹

介

、
引

用

す

る

に
際

し

て
も

、
そ

の
内

容

を
恣

意

的

に

ア

レ
ン
ジ

す

る

こ
と
な

く

、
素

丸

所

持

本

『
去

き

ち

来

抄

』

を
、

正
確

を

期

し

て
引

写

し

て

い
た

で
あ

ろ
う

こ
と

が

、

右

の
サ

ン
プ

ル

に
よ

っ
て
も
、

十

分

に
窺

知

し
得

る

で
あ

ろ
う

。

な

私
達

は
、
素
丸
が
紹
介
、
引

用
し
て

い
る

『去
来
抄
』
十
話
が
、
素
丸

の
篤
実
な
姿
勢

か
ら
為

さ
れ

て
い
る
と
判
断

し
て
お

い
て
よ

い
よ
う

に
思

わ
れ
る
。
引
写
す
時

に
、

ひ
ょ

っ
と
し
て
簡

略
化
が
行
わ
れ
る
可
能
性

は
な

い
こ
と
も
な

い
で
あ

ろ
う
が

(右

の
三

つ
の

か
い
ざ
ん

ね
つ
ぞ
う

サ

ン
プ

ル

に
お

い
て

は
、
そ

ん

な

こ

と

も

な

か

っ
た

が

)
、
少

な

く

と
も

、
本

文

の
恣

意

的

な

改
窟

、
あ

る

い
は
捏

造

な

ど

と

い
う

こ
と

は
、

考

え

ら

れ

な

い

の
で
あ

る
。

ま
ず

は
、

そ

の

こ
と
を

前

提

と

す

る
。
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四

素
丸
所
持
本
の
不
思
議

素
丸
が
所
持
し

て
い
た
と
推
定

さ
れ

る

『去
来
抄
』

(
こ
の
場
合
、
素
丸
が

『去
来
抄
』
の

一
写
本

を
何

ら
か

の
径
路

で
入
手
し
た
場

合
と
、
知
友

の
所
持

し
て

い
た

『
去
来
抄
』

の
写
本

を
借
用
し
、
そ
れ
を
写

し
、
転
写
本
を
作
成

し
た
場
合

と
が
考
え
ら
れ
る
が
)

は
、

今

日
伝
存

し
て

い
る
自
筆
草
稿
本

『去
来
抄
』

や
、
板
本

『去
来
抄
』

と
、
内
容
的

に

い
さ
さ

か
異

な

っ
て

い
た
と
思

わ
れ
る
の
で
あ

る
。な

ぜ

か
と

い
う

に
、
素
丸

が

『去
来
抄
』

か
ら

と
し

て
紹
介
、
引
用

し
て

い
る
十
話

の
う
ち
、

三
話
が
、
自
筆
草
稿
本

『去
来
抄
』
、

板
本

『
去
来
抄
』

に
は
、
見

ら
れ
な

い
の
で
あ
る
。
そ

の
三
話

に
つ
い
て
検
討
を
加

え
て
み
る

こ
と

に
す
る
。

①

年
ぐ

や
猿
に
き
せ
た
る
さ
る
の
面

い
は

く

こ
の

い
は

く

去

来
抄

二
日

「
此
句

い
つ

れ

の
所

か
歳

旦

と
聞

侍

ら

ん

や

、

と

。

翁

の
日
、

と
し

酒
＼

と
は

い
か

に
聞

し

そ

や

。

ハ
ア

ツ

と
申

て

退

き

ぬ
」

云

々
。

ま
ず

、

こ

の

一
話

か
ら

で
あ

る
。

こ

の
話

、

自

筆

草
稿

本

『去

来

抄

』
、
板

本

『去

来

抄

』

に

は
、

な

い
。

今

日
、

こ

の

エ
ピ

ソ

ー

ド

を
収

め

る

の
は

、

去

来

の
執

筆

、

そ

し

て
、

元
禄

十

二
年

(
一
六
九

九

)

成

立

の
俳

論

書

『旅

寝
論

』

で

あ

る

。

板

本

と

し

て
は
、

宝

暦

十

一
年

(
一
七

六

一
)
に

『
去
来

湖

東

問

答
』

の
書

名

で
公

刊

さ

れ
、

安
永

七
年

(
一
七

七

八

)
に

『旅

寝
論

』

の
書

名

で
、

再

度

公

刊

さ

れ

て

い
る
。

素

丸

が

『説

叢

大

全

』

を

ま

と
め

た

の
は
、

先

に
も
述

べ
た

よ

う

に
、

そ

の
自

践

よ

り
し

て
明
和

六
年

(
一
七

六

九

)

の

こ
と
と

考

え

ら

れ

る
。

『去

来

湖
東

問

答

』
は
、

板

本

と

し

て
流
布

し

て

お

り
、

容

易

に
披

見

可
能

で

あ

る

し
、

写

本

の

『旅

寝

論

』
を
披

見

す

る

機

会

に
恵

ま
れ

た

か
も

し

れ

な

い

こ
と

も
十

分

に
考

え

ら

れ

る

の
で

あ

る
。

と
す

る
と

、
素

丸

は
、

『
去

来

湖
東

問

答

』

(
『旅

寝

論

』
)
を
披

見

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
知

り
得

た

エ
ピ

ソ
ー

ド

を
、

『去

来

抄

』
の
名

(1S7)44国際経営論集No91995



に

お

い
て
紹

介

し

た

と

い
う

こ

と

な

の

か
。

が

、

そ

ん

な

こ
と

を

す

る
必

要

性

は
、

素
丸

に
は
皆

無

だ

っ
た

と

い

っ
て
よ

い
で
あ

ろ
う

。

素

丸

は

、

「
出

所

た

ゴ
し

き

を
要

と
す
」

る
姿

勢

で

『説

叢

大
全

』

を

執
筆

し

て
お

り
、

「
諦
歌

、

詩

文

、

故
事

等

の
あ

や

ま
れ

る
、

又

字

の
書
違

へ
る
な

ど
正

す
」

(「
凡
例

」
)

と

い

っ
た
厳

密

な

態
度

を

貫

い
て

い
る

か

ら

で
あ

る
。

「諸

名

家

の
説

々

を

あ

つ
め

ぬ
れ
ば

、

う
た

説
叢

に
し

て
、
大

に
全

し

と

は
名

付

る

な

り
」

(「
凡
例

」
)

と

謳

っ
て

い

る
素

丸

に

と

っ
て
、

出

典

を

ご

ま

か
し

、

糊

塗

す

る
必

要

な

ひ
も
と

ど
、

毛

頭

な

か

っ
た

の
で
あ

る
。

事

実

、

『説

叢

大

全

』

を

経

く

な

ら

ば
、

先

の

『俳

譜
古

今

抄

』

『芭

蕉

翁
行

状

記

』

を

は
じ

め

と

し

て
、

『片

歌

二
夜

問

答

』

(涼

袋

著

)
、

『素

堂

夜

話

聞
書

』

(今

日

、

伝

本

不

明

)
、

『宇

陀

法

師

』

(許

六

著

)
、

『笈

日
記

』

(支

考

著

)
、

わ
く
か
せ

わ

『桃

の
杖

』

(孟
遠

著

)
、

『箋

櫨

輪

』

(千

梅

著

)
、

『東

西

夜

話

』

(支

考

編

)
、

『芭
蕉

庵

小
文

庫

』

(史

邦

編

)
、

『袖

日

記

』

(吏

登
著

、

今

日

、

伝

本

不

明

)
、

『
(蕉

門

)
頭

陀

物

語

』

(涼

袋

著

)
、

『枯

尾

花

』

(其

角

編

)
等

、
多

く

の
書

物

が

、

明
記

、

援

用

さ

れ

て

い
る

の

で
あ

る
。

ま

さ
し

く

「説

叢

」

の
名

に
恥

じ
な

い
の

で
あ

る
。

と

い
う

こ

と

は
、

ど

う

い
う

こ
と

な

の
か
。

素

丸

が

所
持

、

披

見

し

て

い
た

『
去
来

抄

』

(仮

り

に
素
丸

本

『去

来

抄
』
と
呼

ん

で
お

く
。

以

下

、

時

に
、

こ

の
呼

称

を

用

い
る

こ

と

に
す

る
)

に
は
、

正
真

正

銘

、
①

の

エ
ピ

ソ

ー

ド

が
収

め
ら

れ

て

い
た

と

い
う

こ
と

な

の

で
あ

る
。

今

、

参

考

ま

で

に
、

『去

来

湖

東

問

答

』

に
よ

っ
て
、

該

当

箇

所

を

掲
げ

て

み
る

こ

と

に
す

る
。

一
と

せ
、

先

師

歳

旦

に
、
年

々
や
猿

に
着

せ

た

る
猿

の
面

と
侍

る

を
、

季

い
か

ゴ
侍

る

べ
き
、

と
伺

ひ
け

る

に
、
年

々

は

い
か

に
、

と

の
た

ま

ふ
。

い
し

く

も

承

る

も

の
か
な

、

と
退

ぬ
。

こ

の

〈
年

々

や
〉

に

か

か
わ

っ
て

の

エ
ピ

ソ

ー

ド
、

許

六

の

『俳

譜

問

答

』

や
、

土

芳

の

『
三

冊

子
』

に
も

見

ら

れ

る
が

、

内
容

を

異

に
す

る
。

対

し

て

、
素

丸

が

『去

来

抄

』

よ

り

と

し

て
紹

介

、

引

用

し

て

い
る
①

の
本

文

と
、

右

の

『去

来

湖

東

問

答
』

(写

本

類

の
本

文

も

、
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ほ

ぼ
同

じ

)

の
本

文

と

は
、

構

成

、

論

旨

の
点

で
、
全

く

一
致

す

る
。

そ

し

て
、

文
章

の
細

部

に
わ

た

っ
て
は
、

大

き

く

異

な

っ
て

い

る
。

素
丸

が
、

『
去

来

湖
答

問
答

』

(
『旅

寝

論

』
)

を
披

見

し

て
、

そ
れ

を

『去

来

抄

』

よ

り

と
し

て
紹

介
、

引

用

し

た

も

の

で
な

い
こ

と
は

、

一
読

、

明

ら

か

で
あ

ろ
う
。

素

丸

が
所

持

、

披

見

し

て

い
た

『去

来

抄

』

に
は
、

確

か

に
、

こ

の

一
文

が

入

っ
て

い
た

と

い
う

こ
と

な

の

で
あ

る
。

ニ

ュ
ー

ス

ソ
ー

ス
が
去

来

で
あ

っ
て

み
れ

ば

、

こ

の

エ
ピ

ソ

ー

ド
が

、

『去

来

抄

』
に
組

み
込

ま

れ

て

い
た

と
し

て

も
、

少

し

も
不

思

議

は
な

い
の

で
あ

る
。

そ

ん

な

『
去
来

抄

』

が
、

間

違

い
な

く
存

在

し

て

い
た

の
で

あ

る
。

も
う

二

つ
は
、

便

宜

的

に
、

ま

と

め

て
検

討

す

る
。
④

⑧

の

二
話

で
あ

る
。

な
ぜ

二
話

を

ま

と

め

て
検

討

す

る

か
と

い
う

に
、

こ

の

ふ
く
ろ

う

に
つ

二
話

と
も
、
自
筆

草
稿
本

『去
来
抄
』
、
板
本

『去
来
抄
』

に
な
く
、

か

つ
、
元
禄
十

二
年

(
一
六
九
九
)
刊

の
支
考

の
著
作

『
桑

日

き記
』

の
中

に
見
え
る

か
ら
で
あ

る
。

こ
の

『臭

日
記

』
は
、
支
考

が
元
禄
十

一
年

の
初
夏

か
ら
、
秋

に
か
け
て
の
西
国
行
脚

の
記
念

の
俳
譜
紀
行
日
記

で
あ

る
が
、

こ
の

間
、
長
崎

で
の
滞
在

が
、
先

の

『去
来
湖
答
問
答
』

(『
旅
寝
論
』
)
執
筆
時

の
去

来

の
長
崎
滞
在
期
間

と
重
な

る
の
で
あ

る
。

と
す
れ

ば
、

こ
れ
ま
た
、

ニ
ュ
ー

ス
ソ
ー
ス
は
、
支
考

で
も
あ

る
が
、
去
来

で
も
あ

る
と

い
う

こ
と

に
な

り
、

『暴

日
記
』
中

に
支
考
が
収
録

し

て

い
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
素
丸
所
持

、
披
見

の

『去
来
抄
』

の
中

に
組

み
込
ま
れ

て

い
た
と
し

て
も
、

お
か
し
く
も
な
ん

と
も
な

い
の

で
あ

る
。

支
考

と
去
来
が
去
来
出
生

の
地

で
あ

る
肥
前
長
崎

で
偶
然
、
行
き
会

っ
た

の
は
、
元
禄
十

一
年

(
一
六
九
八
)
七
月
十

一
日
。
支
考

こ
の

こ
の

は

「
此

日
、

洛

の
去

来

き

た

る

。

人

酒
＼

お
ど

ろ
く

。

こ

の
人

は
、

父

母

の
墓

あ

り

て
、

此

秋

の
玉
祭

せ
む

と

お
も

へ
る
な

る

べ
し
」

ヘ

ヘ

へ

ぼ

ね

ん

(
『桑

日
記
』
)
と
記

し
て

い
る
。

そ
し
て
芭
蕉

の
忌
日

で
あ

る
七
月
十

二
日

に
、
支
考

と
去
来
、
卯
七
、
素
行
等

は
、
去
来

の
実
弟
牡
年

の
亭

に
会
し

て
、
俳
談

に
花

を
咲

か
せ

て
い
る
。
支
考
は
、

そ
の
折

の
俳
談

を

「牡
年
亭
夜
話
」
と
題

し
て

『桑
日
記
』

に
再
現
、
収

録

し
て

い
る
。
去
来

も
同
席

し
て

い
る

の
で
あ

る
か
ら
、
そ

の
折

の

エ
ピ
ソ
ー
ド
が

『去
来
抄
』

に
組

み
込

ま
れ
る
可
能
性

は
、
十
分
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に
あ

っ
た

の

で
あ

る
。

素

丸

が

『去

来

抄

』

か
ら

と
し

て
紹

介

、

引

用

し

て

い
る
④

の

一
文

が

そ

れ

で
あ

る
。

少

々
長

い
文

章

な

の

で
、

④

の

一
文

を

再
度

引

用

す

る

こ

と

も
、

『桑

日

記
』
の
該

当

箇

所

を
引

用

す

る

こ
と

も

省

略

す

る
。

④

の

「
松

皮

葺

」
は
、

明

ら

か

に

「檜

皮

葺

」

の

ミ

ス

で
あ

ろ

う
。

そ

の
他

は
、

漢

字

、

仮
名

の
違

い
が
少

し

く

あ

る

も

の

の
、

両

者

は

、
細

部

に
至

る
ま

で
、

ま

っ
た
く

一

致

す

る
。

も

し

『去

来

抄

』

に

こ

の

一
文

が

入

っ
て

い
た

と

し

た

ら

、
去

来

は
、

明

ら

か

に

『桑

日
記

』

を

流

用

し

た

、

と

い
う

こ

と

で
あ

ろ
う

。

い
く

ら

同
席

し

て

い
た

か

ら

と

い

っ
て

も
、

そ

し

て
、

同

じ

エ
ピ

ソ

ー

ド
を

綴

る

と

い
う

こ

と

で
あ

っ
た

に
し

て

も
、

文

章

に
お

け

る
細

部

の

一
致

と

い
う

こ
と

は
考

え

ら

れ

な

い
か
ら

で
あ

る

。

こ

こ

に
至

っ
て
、
素

丸

所

持

、

披

見

の

『去

来

抄

』

は

、

俄

に
、
去

来

以
外

の
第

三

者

に
よ

っ
て
恣

意

的

に
増
補

さ

れ

た

『去

来

抄

』

で

は

な

か

っ
た

か
、

と

い
う
懸

念

が
浮

上

し

て

く

る

の

で
あ

る

。

そ

こ
で
、

急

い
で
自

筆

草
稿

本

『去

来

抄

』
、

板

本

『
去

来

抄

』

に
は

な

い
、

も

う

一
つ

の

エ
ピ

ソ
ー

ド
⑧

を

見

て

み
る

こ

と

に

す

る
。

こ
ち

ら

の
ほ
う

は
短

い
の

で
、

双
方

、
引

用

し

て

み

る

こ

と

に
す

る
。

『
説
叢

大
全
」
引
用

「
去
来
抄
」

そ
の

此
句

、
如

何

。

去

来

日
、

分

別

か
は

る

と

い
ふ
中

の
七

文

字

見

が

た

し

、

発
句

は
殊

更

に
其

人

の
身

に
あ

て

》
見

る

べ
し

、
升

と

云
物

は

所
帯

の
道

具

な

る

に
、

此

升

買

て
後

は

、
鍋

も

ほ

し
く

、

桶

も

ほ

し

く
、

世

の
中

の
隠
者

、
此

筋

よ

り
あ

や

ま

る

を
鑑

に

は
申

さ

れ

し
也

。

『身

日
記
」

主

日

、

月
見

の
句

、

又
如

何

。

予

日
、

分

別

か
は

る

と

い
ふ
中

の
七

文

字

見

が

た

し
、

発
句

は
殊

更

そ

の
人

の
身

に
あ

て

》
見

る

べ
し

、

舛

と

い
ふ
物

は
所

帯

の
道

具

な

る

に
、

此

舛

か
ふ

て
後

は
、

鍋

も

ほ

し

く
、

桶

も

ほ

し
く

、

世

の
中

の
隠

者

、

此
筋

よ

り

あ

や

ま

る
事

を

人

の
鏡

に
は
申

さ

れ

し
也

。
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『桑

日
記
』

の
記
述

は
、
元
禄
十

一
年

六
月
十

六
日

の
項

に
記

さ
れ

て

い
る
も

の
で
あ

る
。

「
独
有
亭
」

で
の
、
芭
蕉

の
真
蹟
を
前

に

し
て

の
、
独
有
と
支
考

の
対
話

の
再
現

で
あ

る
。

す
な
わ
ち
、

「
主
」

は
独
有

で
あ

り
、

「予
」

は
支
考

で
あ

る
。
大
内
初
夫
氏
著

『近

世
九
州
俳
壇
史

の
研
究
』

(九
州
大
学
出
版
会
、
昭
和

五
十

八
年
十

二
月
刊

)
に
よ
れ
ば
、
独
有
は
、
豊
後

(大
分

)
日
田

の
俳

人
。
独

優

と
も
。
蕉
門

の
朱
拙

と
交
流
が
あ

っ
た
。
今

日

の
資
料

に
よ
る
限

り
、

『彙

日
記
』
を

こ
の

エ
ピ

ソ
ー
ド

の
初
出

と
せ
ざ

る
を
得

な

い
。

と
す
る
と
、

『説
叢
大
全
』
が
引
用

す
る
と
こ
ろ
の

『去
来
抄
』
の
記
述
は
、
支
考

の
言
を
、
去
来

の
言

に
代
替
し
た
だ
け

の
も

の

で
あ
り
、

ど
う
好
意
的

に
見

て
も
、
去
来

以
外

の
第

三
者

の
手
が
加

わ

っ
た
も

の
と
思
わ
れ
、

そ
の
第

三
者

に
よ

っ
て
去
来

の
か
か
わ

っ
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し

て
捏
造
さ
れ
た
も

の
で
あ

る
と
結
論

せ
ざ
る
を
得

な

い
の
で
あ

る
。

こ
れ
ま
た
、
先

の
④

の
本
文
同
様
、
「
予
」

(支
考
)

と

「
去
来

」

の
代
替
箇
所
以
外
は
、

『彙

日
記
』

の
本
文

と
寸

分
変

ら
な

い
こ
と
、
右

に
掲
出

し
た
両
者

の
引

用
本
文

に
目
を

通
す
時
、

↓
目
瞭
然

で
あ
ろ
う
。

以
上
、
去
来
自

筆
草
稿
本

『去
来
抄
』
、

な
ら
び

に
板
本

『去
来
抄
』

に
見
え
な

い
素
丸
本

『去
来
抄
』
の
三
話

に
検
討

を
加
え
た

の

で
あ

る
が
、
①

に
関
し

て
は
本
来
、
原

『
去
来
抄
』

に
あ

っ
た
も

の
か
否

か
、
速
断
が
、
な

お
保
留

さ
れ
る
も

の
の
、
④
⑧

に

つ
い
て

は
、
去
来
以
外

の
第

三
者

に
よ

っ
て
、

『桑

日
記
』
の
記
述
が
編
入
さ
れ
た
と
見
ざ

る
を
得
な

い
の
で
あ
る
。
特

に
⑧

の

『彙

日
記
』
の

い
し

こ

事
実

の
改
変

に
よ

っ
て
、

そ

の
こ
と
が
決
定

的
と
な

っ
た
。

た
と
え
、
石
河
積
翠

の

『芭
蕉
句
選
年
考
』

(寛
政
年

間
成
立
)
が
、
素
丸

の

『
説
叢
大
全
』

の

『去
来
抄
』
を
そ

の
ま
ま
引

用
、
支
持

し
て

い
よ
う

と
も
、

で
あ
る
。

し
か
し

て
、
素
丸

が
所
持
、
披
見
し

て
い

た

『
去
来
抄
』

は
、
去
来
以
外

の
第
三
者

に
よ

っ
て
増
補
、
改
編

さ
れ
た
も

の
で
あ

っ
た
と
結
論

せ
ざ

る
を
得

な

い
の
で
あ

る
。

国際経営論集No91995 (153)48

 

五

素
丸

所
持
本

「
去
来
抄
」

の
本
文

の
吟
味

そ
こ
で
残

る
七

つ
の
本
文

の
検
討

で
あ

る
。
②
③

⑤
⑥
⑦
⑨
⑩

で
あ
る
。

こ
の
う

ち
②
⑤

の
二
話
が
自
筆
草
稿
本

『去
来
抄
』
、
板
本



『去

来

抄

』
中

の

〈
先
師

評

〉

の

セ

ク

シ

ョ
ン

の
中

に
見

え

る

も

の
で
あ

り
、
③

⑥

⑦

⑨

⑩

の
五
話

が

〈
同
門

評

〉

の
セ

ク

シ

ョ
ン
中

に

見

え

る
も

の

で
あ

る
。

⑦

に
関

し

て

は
、

す

で

に
検

討

を

終

っ
て

い
る
。
⑦

に
関

す

る
限

り

、
素

丸

所

持

、
披

見

の
本

文

は
、

自

筆

草

稿

本

『去
来

抄

』
、

板

本

『
去
来

抄

』

の
双
方

の
本

文

に
近

い
も

の

で
あ

っ
た

(や

や
自

筆

草

稿

本

『
去
来

抄

』

に
近

い
も

の
で
あ

る

こ

と
も

指
摘

し

て

お

い
た

)
。
残

る
②

③

⑤

⑥

⑨

⑩

は
、

ど
う

で
あ

ろ
う

か
。

②

か
ら

で
あ

る
が

、

こ

の

一
文

、

自

筆

草
稿

本

『
去

来

抄
』

も
、

板

本

『去

来

抄

』

も
、

さ

し

た

る
異

同

は
な

い
。

そ

の
細

部

に

お

い
て
、
素

丸

本

『
去
来

抄

』

の
本

文

は
、
⑦

の
本

文

同

様

、
自

筆

草

稿

本

『去

来

抄

』

に
近

い
よ

う

で
あ

る
。

そ

し

て
、

注

目

す

べ
き

は
、

又
、
端

書

に
、
「
伊

せ

に
し

る

人

お
と

つ

れ

て
便

う

れ

し

き
、
と
慈
鎮

和

尚

の
よ

み
侍

る
便

の

一
字

を
出

所

に

て
、
脚

音

の
心

に
は

た
よ
ら
ず
、
汝
が
聞
清
浄

の
う

る
は
し
く
、
神
舐

の
か
う
ぐ

敷
あ

た
り
を
蓬
莱

に
対

し
て
結
び
た

る
也
、
汝
聞
所
珍
重
也

」
と

云

々

。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

の
部

分

で
あ

る
。

板
本

『去

来

抄

』

は
、

こ

の
部

分

を

、

文
末

に
お

い
て
、

自

筆

草
稿

本

『去

来

抄

』

の

「初

の

=
子
を

吟

じ

侍

る
斗

な

り
、

と

也

」
と

の
結

び

を
巧

み

に

ア

レ
ン
ジ

し

て

「
初

の

一
字

を

吟

じ

、

清
浄

の
う

る

は
し

き

を

蓬
莱

に
対

し

て
結

び

た

る
也

、

と
」

ヘ

へ

と
改
変
し
、
本
文

に
組

み
込
ん
で
処

理
し
て

い
る
の
で
、
欠

く
。

こ

の
部
分
を
有
す

る
の
は
、
自
筆
草
稿
本

の

『去
来
抄
』

で
あ
る
。

自
筆
草
稿

本

『去
来
抄
』

は
、

こ

の
部
分
を
、
本
文

の
行
間

に
次

の
ご

と
く
記

し
て

い
る
。

い
せ
に
知
人
音
信

に
て
便

り
う
れ
し
き
、

と
慈
鎮

和
尚

の
よ
み
侍

る
便

り
の

一
字

の
出
処

に
て
、
柳
歌

の
こ

》
う

に
た
よ
ら
ず
、

汝
が
聞
く
清
浄

の
う
る
は
し
、
神
祇

の
か
う
酒
＼

し
き
あ
た
り
を
蓬
莱

に
対
し

て
結

し
た
る
迄
也
、
汝
が
聞

る
所
珍
重

ト
也

。

こ
れ

に
よ

っ
て
、
素
丸
本

『去
来
抄
』

の
不
明
箇
所

「
脚
音
」
が

「
柳
歌

(寄
)
」
の
誤
写

で
あ
る

こ
と
も
明
ら
か
に
な

る
の
で
あ
る

が
、

そ
れ
は
と
も

か
く
、
素
丸
所
持
、
披
見

の
素
丸
本

『去
来
抄
』

は
、
右

の
行
間
書

入
れ
部
分

を

「
端
書

」
と
し
て
有
し

て
い
た
と

49(152) もう一 つの 『去来抄 』



い
う

こ
と

な

の
で
あ

る
。

こ
れ

で
、
素

丸

本

『去

来

抄

』

が

、

自

筆

草
稿

本

系

の

『去

来

抄
』

の
写

し

で
あ

る

こ

と
が
、

確

実

と

な

っ

た

の

で
あ

る
。

そ

れ

に
、

前
章

で
検

討

し

た
ご

と

き

エ
ピ

ソ

ー
ド

(①

④

⑧

)

が
、

書

き
加

え

ら

れ

て
挿

入

さ

れ

て

い
た

と

い
う

こ

と

な

の

で
あ

ろ
う

。

③

に
関

し

て

は
、

自

筆

草
稿

本

『
去

来

抄

』
と
板

本

『去

来

抄

』
と

の
間

に
、

ほ

と

ん

ど
異

同

が

な

い
。

故

に
、

素
丸

本

『去

来
抄

』

に
対

し

て
も

、

特

別

に
言

及

す

べ
き

こ

と

は

な

い
。

⑤

は
問

題

の
多

い

一
条

で
あ

る
。

自

筆

草

稿

本

『去

来

抄

』

と
、
板

本

『去

来

抄

』

と

の
問

に
は
、

大

き

な
異

同

は
、

な

い
。

と

こ

ろ

が
、

素

丸

本

『
去
来

抄

』

は
、

全

く

異

な

る
本

文

な

の
で

あ

る
。

②

③
⑦

の
検

討

に
よ

っ
て
、

素

丸

本

『去

来
抄

』

の
本

文

が

、
自

筆

草

稿

本

の

『去

来
抄

』

に
近

い

こ
と
が

判

明

し

て

い
る

の
で

、

こ

こ
で

も
、

参

考

ま

で

に
、

自

筆

草

稿

本

の
該
当

の

一
条

を

掲
げ

て

み

る

(す

な

わ

ち

、
板

本

『去

来

抄

』

も

、

ほ

ぼ
同

一
の
本

文

で
あ

る

と

い
う

こ

と

で
あ

る
)
。

先
師

日
、
尚

白

が

難

に
、

近

江

は
丹

波

に
も
、

行

春

は
行

歳

に
も

ふ

る

べ
し

と

い

へ
り
、

汝

い
か

ゾ
聞

侍

る
や
。

去

来

日
、

尚
白

が

難

あ

た

ら
ず

、

湖
水

朦

朧

と
し

て
春

を

お
し

む

に
便

有

べ
し
、

殊

に
今

日

の
上

に
侍

る
、

と
申

。

先

師

臼

し

か

り
、

古

人

も

此

(151}50国際経営論集No.91995

国

に
春

を
愛

す
る
事
、

お
さ
く

都

に
お
と
ら
ざ

る
物

を
。
去
来

日
、
此

一
言
心

に
徹

す
、
行
歳
近
江

に
ゐ
給

は

ゴ
、

い
か
で
か

此
感

ま

し

ま

さ

ん
、

行

春

丹

波

に

ゐ
ま

さ

ば
、

本

よ

り

此
情

う

か

ぶ

ま
じ

、

風

光

の
人
を

感

動

せ

し

む

る
事

、
真

成

哉

、

ト
申

。

先
師

日
、

去

来

、

汝

は
共

に
風

雅

を

か
た

る

べ
き
も

の
也

、

と
殊

更

に
悦
給

ひ
け

り

。

(傍
線

筆

者

)

お
お
む

 全

体
、

大

き
く

異

な

る

の
で
あ

る
が

、
特

に
、
素

丸

本

『
去

来

抄

』
が
、

右

の
自

筆

草

稿

本

『去

来

抄

』

(板

本

『
去
来

抄

』
も

、
概

ね

同

じ
)
に
私

が
付

し

た

傍
線

部

を

欠

い
て

い
る

こ

と

に
よ

っ
て
、

全

く
別

種

の
論

旨

の

一
条

と

な

っ
て

い
る

の
で
あ

る
。

素

丸

本

『去

来

抄

』
の
論

旨

は
、

「
風
流

は

お

の
つ

か
ら

其

場

に
あ

る

も

の
を

」
に
尽

き

て

い
る

の

で
あ

る
。

そ

し

て
、

全

体

と

し

て
、

少

し

の
破

綻

も

な

い
。

「
春

も

な

ほ

昔

な

る

が
、

先
師

湖

南

に

お
は

し

て
」

の
部

分

も
、

自

筆

草

稿

本

『去

来

抄

』
、
板

本

『去

来

抄

』
、

二

つ
な

が

ら



欠

い
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
素
丸
所
持
、
披
見

の

『去
来
抄

』
は
、

ど
ち
ら
か
と

い
う

と
、
自
筆
草
稿
本
系

の

『去
来
抄
』

に
近

い
の

で
あ

る
が
、

こ
の
⑤

の
本
文

の
よ
う

に
、
全
く
異
質

の
本
文
を
含

み
込
ん

で
も

い
る
の
で
あ

る
。

こ
の
よ
う

な

(素
丸
本

『去
来
抄
』

の
よ
う
な
)
本
文

を
有
す

る
去
来

に
よ
る
別
種

の

『去
来
抄
』
が
あ

っ
た
の
か
、
あ
る

い
は
、
自
筆
草
稿
本
系

『去
来
抄
』

を
転
写

し

て

い
く
過
程

で
、
第

三
者

に
よ

っ
て
⑤

の
ご
と
く

に
改
変

さ
れ
て
し
ま

っ
た
も

の
な

の
か
、

そ

の
辺

は
、
定

か

に
し
得
な

い
。

⑥

の

一
文

に
関

し

て
は
、
自
筆
草
稿
本

『
去
来
抄
』

と
、
板
本

『去
来
抄
』

と
で
は
、
本
文

の
差
異
、
は
な
は
だ
し

い

(板
本

『去

来
抄
』
は
、
そ
れ
な
り

に
整

っ
た
本
文

と
な

っ
て

い
る
)
。
素
丸
本

『去
来
抄
』
が
、
自
筆

草
稿
本

『去
来
抄
」
に
近

い
本
文

で
あ
る

こ

と
は
、
②
③
⑦

の
場
合

と
同
様

で
あ
る
。

し
か
も
、

こ
の

一
文

に
お

い
て
は
、
自
筆
草
稿
本

『去
来
抄
』
よ
り
も
整
備

さ
れ
た
本
文

と

な

っ
て
い
る

の
で
あ

る

(煩
雑
を
避

け

て
、
自
筆
草
稿
本

『去
来
抄
』
の
本
文
を
掲
出

す
る

こ
と
を
省
略
す
る
が
)
。
⑤

そ
し
て
、

こ
の

⑥

の
本
文

に
目
を
通

す
時
、
自
筆
草
稿

本

『去
来
抄
』

か
ら
、
板
本

『
去
来
抄
』

の
底
本

と
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
浄
書
本

『去
来
抄
』

な

が

生

ま

れ

る
前

の
段

階

に
お

い
て
、

さ
ら

に
、

訂

正

、
補

訂

等

の
為

さ

れ

た

『
去
来

抄

』

の
存

在

が

、

考

え

ら

れ

な
く

も

な

い

の
で
あ

る
。

第

三

者

が
⑤

あ

る

い
は
⑥

の
本

文

を

案

出

す

る
意
味

は

(そ

の
可

能

性

も
皆

無

で

は
な

い
が

)
、

あ

ま
り

な

い
よ
う

に
思

わ

れ

る

か

ら

で
あ

る
。

⑨

の
本

文

も
、

板

本

『去

来

抄

』
よ

り
も

、
自

筆

草
稿

本

『去

来

抄

』
に
近

い
。

明

ら

か
な

誤

写

と

思

わ

れ

る
部

分

(「
機

開

」
は

「
機

関

」

で
あ

ろ

う

)

が
あ

る
が

、

こ

の
条

も

、
⑤

⑥

同

様

、

素

丸

本

『
去

来

抄
』

の
ほ
う

が

、

自

筆

草
稿

本

『去

来

抄

』

よ

り

も
整

っ
た

体

裁

と
な

っ
て

い
る

よ
う

に
思

わ

れ

る
。

こ

こ

で
、

素

丸

が
所

持

、

披

見

、

そ

し

て
紹
介

、

引

用

し

て

い
る

『去

来

抄

』

十
話

中

の
最

後

の
⑩

の
本

文

で
あ

る
。

こ

の
条

は
、

自

筆

草

稿

本

の

『
去

来
抄

』

も

、
板

本

『去

来

抄

』

も

、

さ

し

た

る

相
違

は

な

い
。

故

に
、

素
丸

本

『去

来

抄
』

も
、

ど

ち
ら

か
と

い

え
ば

自

筆

草
稿

本

『去

来

抄

』

に
近

い
、

と

い

っ
た
程

度

で
あ

る
。

た

だ
、

三
者

、

一
箇

所

だ

け

、

そ

れ
ぞ

れ

に
大

き
く

異

な

る

部

分
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が

あ

る

の

で
あ

る
。

そ

の
箇

所

を
摘

記

し

て

み

る
。

自
筆
草
稿
本

『
去
来
抄
」

今

、

珍

ら

し

く
雅

ナ

ル
図

ア

ラ

バ
、

此

を

画

と

な

し

て
も

よ

か

ら

ん
、

句

と
な

し

て
も

よ

か

ら

ん
。

板
本

『去
来
抄
」

今

、

珍

し

く
本

情

の
儘

な

る

図

あ

ら
ば

、

是

を

画

と
な

し

て
も

よ

か
ら

む

、
句

と
な

し

て
も

よ

か
ら

ん
。

『説
叢
大
全
」

引
用

『去
来
抄
」

希

な

る
図

あ

ら
ば

、
是

を

画

と
な

し

て
も

よ

か

ら

む
、

句

と

な
し

て
も

よ

か
ら

む
。

こ

の
部

分

に
関

す

る
限

り
、

三

者

三

様

な

の

で
あ

る
。

そ
し

て
、

『説

叢

大

全

』
が

引

用

す

る

と

こ
ろ

の
素

丸

本

『去

来

抄

』
が
、

全

く
独

自

の
本

文

で
あ

る

か
と

い
う

と

、

そ
う

で

は
な

い
の

で
あ

る
。

宮

本

三
郎

氏

校

注

の

『校

本

芭

蕉

全

集

第

七
巻

俳

論
篇

』

(角

ひ
も
と

川
書
店
、
昭
和

四
十

一
年

七
月
刊
)

を
緒
く
な
ら
ば

、
素

丸
本

『去
来
抄
』

と
同
様

の
本
文
を
有

す
る

『去
来
抄
』

は
、
国
立
国
会

図

書
館
本

『去
来
抄

』
、
天
理
図
書
館
巻

子
本

『去
来
抄
』
、

『
去
来
集

蕉
門
秘

決
集
』

(大
磯
義
雄
氏
蔵
本
)

で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
と

な
る
。

こ
れ
ら
三
本

は
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵

の
自
筆
草
稿
本

『
去
来
抄
』
に
近

い
本
文
を
有

し
な
が
ら

(そ
れ
故
、
今
日
、

『去
来
抄
』

を
翻
字

す
る

に
際

し
て
、
大
東
急

記
念

文
庫
蔵
自
筆
草
稿
本

『去
来
抄
』
が
欠

く

<
故
実
〉
〈
修
行
〉
の
ニ
セ
ク
シ

ョ
ン
は
、
国
立
国
会

図
書
館
本

『
去
来
抄
』
を
底
本

と
し

て
い
る
)
、
時

に
、
独
自

の
本
文
を
有
し

て

い
る
も

の
で
あ

る
。

と

い
う

こ
と

で
、
素
丸
所
持
、
披
見

の

『去
来
抄
』

が
、
去
来

の
自
筆
草
稿
本
系

の

『去
来
抄
』

よ
り

の
転
写
本

で
あ
る
こ
と
は
、

間
違

い
な

い
が
、
本
文
的

に
は
、
以
上

に
検
討

を
加

え
て
き
た
ご

と
く
、

か
な
り
複
雑
な
様
相
を
呈
し

て

い
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、

そ

の
様

な
、

も
う

}
つ
の

『
去
来

抄
』
が
、
た
し

か
に
存
在

し
て

い
た

の
で
あ

る
。
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六

素

丸

所
持

本

「去

来

抄

」

の
意

味

『
去

来

抄

』
が
板

本

と

し

て
公

刊

さ
れ

た

の
は

、
安

永

四
年

(
一
七
七

五

)

の

こ

と

で
あ

っ
た
。

成

美

が

『随

斎

譜

話

』

で

「
そ

れ

よ

り

世

に

ひ
ろ

ま

り

て
、

そ

の
賜

を

う

く

る

も

の
多

し
」
と
述

べ
て

い
る

よ
う

に
、

そ

れ
以

降

、

『去

来

抄

』
の
披

見

が

容

易

と

な

り
、
多

く

の
俳

人
達

(読

者

)

が
、

そ

の
恩

恵

に
浴

す

る

こ
と

に
な

っ
た

の

で
あ

る
。

『去

来

抄

』

の
存

在

そ

れ
自

体

は
、

例

え
ば

、

稿
本

で
は

あ

る

も

の
の
、

明

和

四
年

(
一
七

六

七

)
成

立

の
梨

一
の
著
作

『
も

と

の
清

水

』

中

の

「
参

考
書

目

」
中

の

一
冊

と

し

て
掲

ら

れ

て

い
る
ご

と

く
、

一
部

の
人

々

に

は
知

ら

れ

て

い
た

で
あ

ろ

う
。

そ

の

『去

来

抄

』

を

、

書

名

(呼
称

)

の
み

な

ら
ず

、

板

本

『去

来

抄

』

公

刊

以

前

に
、
逸

速

く
、

ほ

ん

の

一
部

分

で

は
あ

る
が

、

公

に
し

て
、

人

々

に
供

し

た

の
が

、

安
永

二
年

(
一
七

七

三

)

刊

の
素

丸
著

『説

叢

大

全

』

で
あ

っ
た

と

い
う

こ

と

で
な

の

で
あ

る
。

多

く

の
人

々

は
、

こ

の

『説

叢

大

全

』

に
よ

っ
て
、

は

じ

め

て

『去

来

抄

』

の
存

在

を
知

っ
た

こ

と

で
あ

ろ

う

し
、

ほ
ん

の

一
部
分

で

は
あ

る
が

、

そ

の
内

容

に
も

接

す

る

こ
と

が

で
き

た

の

で
あ

る
。

素

丸

の
こ

の
行

為

は
、
素

丸

が

た

ま

た
ま

『去

来

抄

』

を

入

手

し
得

た

と

い
う

こ
と

に

よ

ろ
う

が

、

俳
論

史

的

に
見

て
、

決

し

て
看

過

し
得

な

い
、

意

義

深

い
こ
と

な

の
で

あ

る
。

素
丸

が

所
持

、

披

見

し

て

い
た

と

こ

ろ

の

『去

来

抄

』

の
本

文

は
、
今

日

見

る

こ
と

の
で

き

る
た

っ
た
十

話

を

通

し

て

か

ら
だ

け

で

も
、

全

体

的

に
謎

の
多

い
、

興

味

深

い
本

文

で
あ

っ
た

で
あ

ろ
う

こ

と
が

窺

知

し

得

る

の
で
あ

る
。

(平
成
七
年
五
月
五
日
了
)

もう一 つの 『去来抄』

 

岩
瀬
文
庫
本

『説
叢
大
全
』

を
披
見

す
る
に
当

っ
て
、
俳
誌

「
若
竹
」
主
宰
加
古
宗
也
氏

に
写
真
版

の
御
配
慮

を

い
た
だ

き
ま
し
た
。

密

〔付
記
〕

記
し
て
・

深
謝
申

し
上
げ
ま
す
・

侶53
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